
経営管理表を用いた農業経営管理改善手法  

［要約］「経営管理表を用いた農業経営管理改善手法」を活用することで、水田作経

営における経営の長所・短所を短時間で的確に診断できるとともに、診断結果に基づ

く経営管理改善方策の検討を支援できる。 

農業技術振興ｾﾝﾀｰ･栽培研究部･作物加工担当 ［実施期間］ 平成21年度～平成22年度

［部会］ 農産 ［分野］ 新たな研究分野 ［予算区分］ 県単 ［成果分類］ 普及

［背景・ねらい］ 

米価低迷等により水田農業の収益性が低下する中、水田作経営の経営改善に向けた

取り組みの具体的実施が求められる。そこで、水田作経営における経営管理の実態を

総合的な観点から診断し、経営管理の改善を支援するための手法を開発する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

① 当手法は、Microsoft Excel 2003 上で作動する「経営管理表を用いた農業経営管

理診断システム」（以下、診断システムという）と「経営管理改善のヒント集」（以

下、ヒント集という）により構成される。 

②「診断システム」は、経営管理表を利用して経営管理項目を構造化することで経営

者が経営管理の全体像と内容の理解促進を図りながら、経営管理の実態を総合的に

診断するものである。内容と利用手順は以下のとおりである。 

・経営管理表は、横軸に 9 つの経営構成要素、縦軸に７つの経営管理領域を設定し、

対応する経営管理内容をマトリックスのセル上に配置したものである（表１）。 

・各経営管理内容のセル（合計 60 セル）の中に、最大で８、合計 170 の経営管理

項目を配置した(表２)。 

・各経営管理項目の実施状況を経営者層（集落営農では役員）に質問し、４種類の

選択肢から回答を得る。 

・回答結果から経営管理内容毎の評価点を算出（各経営管理項目の平均点を 100 点

換算）し、評価点に応じて、経営管理表のセル色を５段階で視覚的に表示する。 

③「ヒント集」は、経営管理項目の具体的な取り組み方法を提示することで、それぞ

れの経営改善に向けた取り組みの検討を支援するものである。「ヒント集」には、

主要経営管理項目における先進事例の実施内容や実施方法を整理しており、「診断

システム」の診断結果に基づき、当ヒント集の内容を提示する（図１）。 

④ 当手法を活用することで、各経営体における経営の長所・短所の実態を短時間で的

確に把握できるとともに、経営改善に向けた具体的な取り組みの検討を支援できる

（表３）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

① 経営管理項目の回答に要する所要時間の目安は、１時間～１時間 30 分である。 
② 当手法は水田作経営を対象にしたものであり、経営管理項目は、経営類型の特性に
応じて、雇用型経営、家族経営、集落営農の３種類作成している。 

③ 当手法の詳細は、別途作成するマニュアルに記載（2011 年 3 月作成予定）。 



［具体的データ］ 

表１ 経営管理表の構造 

1 2 3 4 5 6 7 8 9

組織 土　地 人 機械施設 お金・資本 作目・生産方法 地域社会 制度・行政 自　然

1
経営者に求め
られること

理念・方針・ﾘｰ
ﾀﾞｰｼｯﾌﾟ

農地の確保
組織体制・人材

確保 投資判断 経営診断 作目・技術選択 地域との関わり 施策理解 環境保全

2 経営計画
経営計画の策

定
土地利用計画 雇用計画

投資計画・資金
計画

計数管理 作目技術導入
地域の動向把

握
事業活用計画 気象リスク

3 財務管理 会計情報 土地生産性 労働生産性 機械施設費用
負債管理・資金

管理
部門別損益管

理
税金対策

気象リスクの評
価

4 生産管理
栽培方針・
ノウハウの蓄積

圃場に応じた管
理

作業遂行 機械施設活用
ムリ・ムダ・ムラの

排除
栽培管理能力 地域との連携 制度活用

気象条件への
対応

5 労務管理 人材育成 ほ場特性の共有 労働条件
保　全

メンテナンス
給与・賃金 技術継承 地域対応力 労務法規関係

6 情報管理 情報活用・共有 ほ場情報の管理 情報活用能力
機械施設の
情報収集

生育技術情報
地域とのコミュニ
ケーション

事業・制度の
情報収集

自然情報の収
集

7 販売管理 基本活動 作付け配置 販売管理対応 販売関連設備
利益管理・代金

回収
商品の品質 地域浸透

関連事業の活
用

自然条件の活
用

経
営
管
理
領
域

経営構成要素
経営管理表

  注）表中斜線部は該当項目なしを表す。 

 

表２ 経営管理項目の質問内容の一例（圃場特性の共有） 

経営管理内容 ポイント 経営管理項目 区分 実施状況

３点 圃場特性等を記録して全員がわかるようにしている

２点 ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ等で定期的に話し合いを行っている

１点 作業の都度、圃場の特性や注意点を説明している

０点 何も行っていない

圃場特性の共
有

Q：圃場の特性・注意点等を家族・
従業員で共有していますか？

土地利用型農業で作業
の精度や能率を高める
ためには、一人一人が
田んぼのクセをしっかり
と理解することが重要で
す。  

注）経営者に各経営管理項目に対する実施状況を質問し、4 種類の選択肢の中から回答を得る。 

表３ 経営の長所・短所の把握に与える効果 

 

図１ 経営管理改善ヒント集の一例 

［その他］ 

・研究課題名 

大課題名：新たな研究分野の重点化方向 

中課題名：生産組織の育成・強化のための経営研究 

小課題名：水田作経営における経営改善手法の確立 

・研究担当者名：藤井吉隆（H21～H22）、西谷清彦（H21～H22） 

・その他特記事項：「水田作における企業農業経営の現状と課題」，『農業における企業経営の可能

性』（日本農業経営学会編，農林統計協会，2011 年 8 月刊行） 

事前 事後 事前 事後

Ａ事例 7 12 10 18

Ｂ事例 2 8 10 17

Ｃ事例 3 12 7 15

長所数 短所数
区分

注 1)事前：診断システム適用前のヒアリング調査結果 

2)事後：システム診断結果から、長所：経営管理項目得点

80 点以上、短所：同 50 点以下の項目数をカウントした。


